
大規模な造営事業には多くの労働力が必要だったということが鍵

律令制期

摂関期

院政期(につながる)

戸籍から→仕丁
税金雇用→雇夫

労働不足の際

院政期でも継続

「だけでなく、」という表現は後に続く部分が重要

徴税権を持ち富裕化した受領
→労働力&資金の調達

戸籍の機能不全化から

背景には不輸不入の権をもつ荘園の増加
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主題 条件

３つの期間について6行以内なので、
それぞれ2行以内で記述するように気をつけよう！


